
広川町議会広川町議会です。です。知っとんの
ぉ？

議会だより第85号議会だより第85号
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ココに注目！令和４年度新予算編成ココに注目！令和４年度新予算編成
一般質問　4名の議員が町政を質す一般質問　4名の議員が町政を質す
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令和４年度
当初予算

町
民
の
命
と
健
康
を
最
優
先

町
民
の
命
と
健
康
を
最
優
先

だ
れ
も
が
元
気
で
笑
顔
に
満
ち
た
ま
ち 

広
川
へ

民生費
32億8,731万円

民生費
32億8,731万円

総務費
24億1,336万円

総務費
24億1,336万円

土木費
6億5，172万円

土木費
6億5，172万円

教育費
5億9，071万円

教育費
5億9，071万円

公債費
7億1，437万円

公債費
7億1，437万円

その他
11億2，269万円

その他
11億2，269万円

衛生費
7億5，224万円

衛生費
7億5，224万円

支 出
95億

3,240万円

支 出
95億

3,240万円

町税
23億8,619万円

町税
23億8,619万円

繰越金等
13億2,985万円

繰越金等
13億2,985万円

自自
主主

財財

源源

依依

存存

財財 源源

その他
6億2，516万円

その他
6億2，516万円

地方交付税
15億9,500万円

地方交付税
15億9,500万円

国支出金
13億7,638万円

国支出金
13億7,638万円

県支出金
8億8,732万円

県支出金
8億8,732万円

町債
13億3,250万円

町債
13億3,250万円

収入
95億

3,240万円

収入
95億

3,240万円

医療や介護、子
育てなどに使う
お金です。 

町民税、固定資産
税、軽自動車税な
ど、私たちが払っ
ている税金です。

保育や医療など
使い方の決まっ
た補助金です。

自治体の規模や
財政力に応じて
国から交付され
るお金です。

借入金の返済金
です。 

ごみ・し尿の処
理費などです。

令和４年度　一般会計予算
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１

３

２

町
の
財
政
状
況
は
？

新
庁
舎
９
月
供
用
開
始

過去最大級予算で笑顔の町へ

　

令
和
３
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す

る
た
め
に
引
き
続
き
様
々
な
事
業
を
実
施

し
た
こ
と
に
加
え
て
、
社
会
保
障
関
連
経

費
が
増
え
た
こ
と
及
び
新
庁
舎
建
設
工
事

費
な
ど
に
よ
り
支
出
の
多
い
年
度
と
な
り

ま
し
た
。
新
庁
舎
は
防
災
拠
点
の
役
割
も

あ
り
、今
後
に
繋
が
る
施
策
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
は
、
財
政
安
定
の
た
め
に
計
画
的

な
事
業
実
施
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
完
成
が
間
近
で
す
。
供
用
開
始
は
９

月
26
日
の
予
定
で
す
。

　

新
庁
舎
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
災
害
時
に
活
用
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
防
災
拠
点
と
し
て
使
い

や
す
い
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
待
合

フ
ロ
ア
の
左
右
に
各
課
窓
口
が
配
置
さ
れ
、
住
民

の
利
便
性
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
４
階
の
議
場

に
つ
い
て
も
多
目
的
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
広
川
町
を
眺
め
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
は
、
過
去
最
大
級
の
予
算
規
模

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
や
社
会
保
障
費
の

増
加
、
新
庁
舎
建
設
費
に
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
令
和
４
年
度
は
、
町
民
の
命

を
守
る
施
策
と
し
て
河
川
の
工
事
や
井
堰

の
統
合
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　

広
川
町
は
、
健
康
診
断
の
受
診
率
は
高

い
が
、
健
康
寿
命
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
健
康
寿
命
延
伸
の

た
め
運
動
推
進
策
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た
施
策
も
今

後
増
え
ま
す
。
広
川
町
の
公
式LIN

E

の

活
用
や
広
川
中
学
校
が
職
場
体
験
を
通
じ

て
町
内
企
業
の
情
報
発
信
や
公
民
館
事
業

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
新
し
い
試
み
も
行

な
わ
れ
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
な
ど
を
策

定
し
将
来
の
財
政
負
担
の
軽
減
も
図
ら
れ

ま
す
。

20億

40億

60億

80億

100億

約84億2,790万円

約35億1,256万円

地方債残高（借金）

基金残高（貯金）

令
和
３
年
度
末

　
　（
見
込
み
）

令
和
２
年
度
末

令
和
元
年
度
末

平
成
30
年
度
末

平
成
29
年
度
末

平
成
28
年
度
末

町の借金と貯金

屋上から広川町が360°眺望できます。
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令和４年度
当初予算防災、安心安全な町に防災、安心安全な町に

豪雨災害等から生命を守る 消防団の活性化

安全な道路環境の確保

災害等情報伝達手段の確保
　新庁舎建設に伴い、町防災無線等の移設工
事費などが計上されています。

　町ホームページ、公式 LINE、九州朝日放
送のデータ放送で、町の情報が得られる経
費が計上されています。

担当課　協働推進課

河川の井ぜき統廃合
　「地域防災力の強化」を目的に、新規事業
として長延川の井ぜき統廃合が進められま
す。令和４年度は、古賀井ぜきの改修に係
る設計及び井ぜきの撤去費が計上されてい
ます。

� 担当課　産業振興課

消防団の運営経費
　消防団の処遇改善として消防団員の年額
報酬や出動報酬が増額された予算となって
います。団員報酬については、全体で 2,116
千円の増額です。
　他に、消防団の退職報奨金や消防団の運
営や訓練、団員の装備などに係る経費が計
上されています。

消防施設等の改善
　第２分団詰所用地購入費や第 3 分団詰所
移転に伴う不動産鑑定委託料、行政区から
要望が挙がった消防施設整備等の補助金が
計上されています。
� 　担当課　協働推進課

通学路の安全対策
　通学路合同点検で、抽出された安全対策
が必要な個所を国の補助事業を活用し、グ
リーン帯等を設置する経費が新規事業とし
て計上されています。
　令和４年度は、太原幹線、吉常川上線、
久泉日吉線で施工されます。

町道の舗装修繕
　主要町道の舗装長寿命化に向け、新規事
業として、計上されています。
　令和 4 年度は、花谷線、吉常日吉線、太
田智徳線で施工されます。
� 担当課　建設課

20,086千円

2,086千円

28，627千円

4,790千円

26,000千円

27，623千円

13，536千円

現庁舎の防災無線アンテナ等設備

改修される古賀井ぜき
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学校教育・子どもの育成学校教育・子どもの育成
GIGAスクール構想続く

中学生まで医療費無料

子どもの育成

スクールカウンセラーって何？

学校施設の設備充実

児童虐待絶対ダメ !!

　ICT 専門支援員の配置、校内 LAN整備、
保守点検料、教材費などです。

� 担当課　教育委員会

　広川町では、令和元年 11 月より。中学生
までの子ども医療費を無料にしています。

Q医療費支出の変化はどうか。

A令和２年はコロナ禍で、減少したが、令
和３年度は、元年度と同等になっている。
通院が増えている。

� 担当課　住民課

　少人数学級講師・スクールソーシャルワー
カー、非常勤講師、特別支援介助員、学習
支援員、体育サポート支援員、精神対話士
の派遣など多くの専門家が子どもたちを支
援します。

担当課　教育委員会

　不登校、学習支援などの教育
相談員です。

担当課　教育委員会

　上広川小の給食室改修及び小中学校の給
食調理室の環境改善のため空調設備設置の
設計費です。

担当課　教育委員会

　すべての子どもと妊産婦を対象に支援し
ます。要支援児童及び要保護児童への支援
業務強化。相談員、協議会の設置、講演会
等の開催経費です。

担当課　福祉課

20，424千円

100，572千円

43,399千円

2,170千円

7,115千円

9,498千円

　ＧＩＧＡスクール構想が進ん
でいる。学校の状況はどうか。
タブレットの活用などの様子を
参観などができる機会を設けて
ほしい。
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令和４年度
当初予算農業・商工業の振興発展に農業・商工業の振興発展に

30％のプレミアム付き

観光地の安全対策

広川産の食材を守る

新規創業支援

イノシシ等から守る

農業土地利用計画

商品券で地域活性化
　地域経済の活性化を図るため、町独自の
プレミアム商品券発行などの予算が計上さ
れています。
� 担当課　産業振興課

観光の名所太原のイチョウ
　今や町の観光スポットとして定着した「太
原のイチョウ」。シーズンには多くの観光客
が訪れます。交通渋滞など安全面の課題解
決のための経費が計上されています。

　他に、広川まつり、広川かすり祭、ひろ
かわ古墳まつり補助金や各種協議会負担金
などの予算が計上されています。

担当課　産業振興課

農業従事者の育成
　農業後継者の育成と新規就農者の支援を
行い、農業の活性化を図るための補助金等
が計上されています。

� 担当課　産業振興課

　小規模事業者を対象に新規創業
や商品開発等に係る補助金、新規創業者の
増加を見込み前年度より予算が増額されて
います。補助率は、1/2 以内です。

　　　　　　　　　担当課　産業振興課

有害鳥獣捕獲
　イノシシ等の有害鳥獣から農作物の被害を
少なくするための捕獲経費が計上されています。
　令和４年度からは、有害鳥獣捕獲員の育成、
確保を図る予算も新規に計上されています。

� 担当課　産業振興課

農業振興地域の見直し
　令和４年度から５年度において、広川町
農業振興地域整備計画の見直しに係る予算
が計上されています。
　令和４年度は、地域農用地面積、農業就
業者数、農用地の利用状況など基礎調査に
係る経費です。
� 担当課　産業振興課

16,200千円

12,117千円

19，900千円

4,500千円

2,084千円

10,184千円　コロナの影響で多くの
事業が未実施となってい
るが今後の事業の費用対
効果含め再検討されたい。

太原のイチョウ
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元気に長生き

認知症の方への支援

保育所、認定こども園環境整備

　人生 100 年時代と言われるようになりま
した。これを見据え、高齢者の健康増進を
図るため一人ひとりにきめ細やかな保健事
業と介護予防事業を一体的に実施します。

担当課　住民課

　認知症の方やその家族への支援、地域の
見守り体制を推進します。

　担当課　福祉課

　下広川保育所の移転新築は、令和 3 年～
令和 4年度にかけて行われます。
　また、心愛保育園も移転新築予定。令和
４年度には工事に取り掛かる予定です。

担当課　福祉課

4,054千円

12,734千円

146,119千円

医療介護、子育て・高齢者・障がい者福祉 医療介護、子育て・高齢者・障がい者福祉 
妊産婦・乳幼児を応援

障がい者自立支援

保育士・学童指導員処遇改善

　産婦健康診査、産後ケア事業により、妊
娠⇒出産⇒産後の切れ目ない支援を提供し
ます。
　妊婦健診、乳幼児健診、新生児聴覚検査
などの妊産婦・乳幼児支援の事業費です。
　また、特定不妊治療費の助成や３歳児健診
において眼科検査を行います。

　担当課　福祉課

　医療・福祉サービス（ホームヘルパー・
施設入所）や日常生活用品の給付、通所支
援などにかかる経費です。

　担当課　福祉課

　処遇改善実施を条件に国が 10 月までは全
額負担し、処遇改善を行います。その後も
継続実施の予定です。

　担当課　福祉課

39,728千円

694,328千円

10,799千円

生涯、健康に。総合クラブウォーキング
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電
子
黒
板
を
追
加
購
入

　

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
を

図
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

て
電
子
黒
板
42
台
を
追
加
購
入
し
ま

す
。

Ｑ　

黒
板
の
実
物
を
現
場
の
先
生
は

確
認
し
た
か
。

Ａ　

数
台
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ　

学
校
ご
と
の
台
数
は
？

Ａ　

上
広
小
５
台
、
中
広
小
18
台
、

下
広
小
７
台
、
広
川
中
学
校
12
台
。

　

広
川
町
の
国
民
健
康
保
険

財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
県
も
同
様
に
厳

し
い
中
、
来
年
度
以
降
の
納

付
金
が
増
加
す
る
見
通
し
で

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
を

計
画
的
に
行
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
か
ら
５
か
年
で
段
階

的
に
資
産
割
を
廃
止
し
、
納

付
金
を
賄
う
た
め
の
税
率
改

正
の
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
は
２
年
目

で
令
和
７
年
度
に
資
産
割
を

廃
止
す
る
計
画
で
す
。
被
保

険
者
の
高
齢
化
が
進
み
一
人
当
た

り
の
医
療
費
が
増
加
し
、
納
付
金

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
被
保
険
者
数
は
減
少
し

て
お
り
、国
保
税
の
税
収
も
減
少
、

厳
し
い
状
況
で
す
。
令
和
３
年
度

の
決
算
は
約
４
５
０
万
円
の
赤
字

と
な
る
予
測
。令
和
４
年
度
に
は
、

納
付
金
が
６
５
０
万
増
加
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
税
率
改
正
を
行
う
べ

き
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
改
正
に
よ
る
影
響

は
、
令
和
２
年
度
と
比
較
し
て
増

加
し
た
世
帯
は
、１
２
３
８
世
帯
、

買物代行支援に30万円
　自宅療養をしているコロナ感染者、濃厚接触者
の方に生活に必要な食料品や日用品の調達の買
い物代行支援を行う経費が計上されています。
� 担当課　協働推進課

Ｑ　具体的に誰が物を買って誰が配ったか。
Ａ　手順については、希望する方が協働推進課
に電話をしていただいてリストから選んでいた
だいて職員が買い物をして職員が届ける。現在
問い合わせが数件あるが、お届けの実績はまだ
ない。
Ｑ　30 万の使途は立替かまたは、人件費、交
通費か。
Ａ　一人５千円の買い物支援とし、後日納付ま
たは、口座振込していただく。
Ｑ　プライバシー保護はどう考えているか。
Ａ　プライバシーの確保は大前提としている。
必要に応じて夜間に配達するなどの対処を考え
ている。

コロナワクチン接種体制
　３回目のワクチン接種に向けて体制構築のた
めの経費です。　74,503千円を計上しています。

Ｑ　ワクチン接種の際のタクシー券の利用状況
は？
Ａ　２回目接種までの利用者が 121名、回数
が 180回となっている。３回目接種について
も継続して周知を図りたい。

国民健康保険税率を改正
資産割を段階的に廃止

う
ち
、
２
万
円
以
上
増
加
し
た
世
帯

が
５
２
６
世
帯
、
10
万
円
以
上
増
加

し
た
世
帯
が
２
０
７
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、減
少
し
た
世
帯
は
、

１
１
１
１
世
帯
で
す
。
約
半
数
が
増

加
し
約
半
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

10
万
円
以
上
増
加
し
た
２
０
７
世
帯

は
、
そ
の
85
％
が
所
得
増
加
に
よ
る

も
の
で
す
。
所
得
別
で
は
、
農
業
、

営
業
所
得
が
６
割
を
超
え
ま
す
。
こ

の
た
め
、
国
保
税
の
増
加
は
、
税
率

改
正
の
影
響
よ
り
所
得
増
加
の
影
響

が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
の
改
正
案
は
、
資
産

割
を
７
・
５
％
引
き
下
げ
、
所
得
割

を
０
・
４
％
引
き
上
げ
、
均
等
割
を

３
０
０
０
円
引
き
上
げ
ま
す
。
お
よ

そ
２
０
８
６
世
帯
で
税
額
が
上
が

り
、
今
年
度
と
所
得
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
、
１
０
０
０
万
円
の
税
収
増
と

な
り
ま
す
。

　

近
隣
の
市
町
と
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で

世
帯
の
税
額
を
比
較
す
る
と
、
広
川

町
は
低
い
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新型コロナ対策
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町
の
魅
力
発
信
を
強
化

町
の
魅
力
発
信
を
強
化

Ｑ　新しい広報編集員の採用について期
待するところはなにか？
Ａ　町の情報発信に課題があると認識し
ている。今回、元新聞記者と動画編集者
を採用している。YouTube 等で町の魅力
の対外的発信を強化していきたい。

　生ごみ処理容器購入補助
　ごみの量削減のため生ごみ処理容器の購入を補
助します。　本年度は、モデル的な取り組みとし
て 10 基　（２分の１　上限２万円）です。
Ｑ　ごみの量の増減の状況は。
Ａ　可燃ごみは減少傾向。不燃ごみはわずかなが
ら増加傾向である。現在コンポスト、EMバケツ
の補助など行っているが、
その後の処理が難しい家庭
もある。そこで生ごみ処理
容器を使用し、さらに、ご
みの減量ができないかと考
えている。

　協働推進課では消防・防災対策の充実及
び防災・減災意識の向上を重点施策に掲げ
ています。令和 4 年度において地域防災計
画の見直しを行います。
Ｑ　地域防災計画の見直しについて大まか
な重点見直しはなにか。
Ａ　全体的な文言、表現の見直しがメイン、
避難行動支援者の個別避難計画や、支援者
の設定。土砂災害警戒区域や浸水増水区域
に位置する要配慮者政策の一覧表の掲載、
行政がすべきこと、住民がすべきこと、防
災機関がすべきことについて強く表現をし
ていきたいと考えている。
Ｑ　予算が計上されていないが、外部委託
等ではなく自前で行うのか。
Ａ　策定については職員が行い委託しない。

　マイナンバーカードの申請・
交付・更新に係る経費、人件費・人材派遣
委託料・機器リース料等を計上しています。

担当課　住民課

Ｑ　マイナンバーカード制度が始まって８
年、町の業務は軽減されたか。
Ａ　転入などの入力は省略できるように
なった。住民の方にとってもコンビニで証
明書の発行ができるなど活用がみられる。
一方、5年ごとの暗証番号の変更などで町の
業務は増えている。
Ｑ　8年かかっても取得率が伸び悩んでいる
原因は何か。
Ａ　個人情報の流出懸念や保健証、接種証
明などの対応が遅れているためと考える。
今後は地域に出向き申請受付をしたい。

　公共施設の適切な整備を行い、長寿命化を図り
財政負担軽減に努めます。
　その一環で広川球場の照明灯のＬＥＤ変更工事
を行います。併せて天神浦ため池の測量等も行い

ごみの減量対策

地域防災計画の見直し 広報編集員を２名新規採用

広川球場照明もＬＥＤへ

　自前でやるのはいいこ
とだと思う。自分たちの
計画は自分たちで作った
ほうが町にあったものに
なるだろう。

新たに採用された園川さん（左）と森下さん（右）

マイナカード取得率４割
17,107千円

60,415千円

200千円
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　令和 3年度に作成した町内企業
の情報発信サイトおよび冊子「ＬＩＦＥ＝ＷＯ
ＲＫ」を活用し広川中学校と連携協力のもと、
コロナ禍の影響で職場体験等の機会を失った
中、学校生徒が地域企業や事業内容を知ること
ができる新たな事業に係る経費です。
� 担当課　政策調整課

　ふれあいタクシーの運行委託料
及び予約センター運営経費に係る広川町地域公
共交通協議会への補助です。
� 担当課　協働推進課
Ｑ　免許返納時に差し上げているタクシー券の
利用率はどれくらいか。また使い勝手の改善に
ついて検討されているか。
Ａ　５か年で毎年 70 名前後の返納給付があ
り、利用率は、35％にとどまっている。現在
までに有効期限を廃止し、かまちタクシーも利
用出来るようにした。発行元である公共交通協
議会において利用者の制限の廃止等も含めて協
議したい。

　令和元年度より、町民交流センター「いこっと」
において、生活習慣病やメタボリックシンドロー
ムが引き起こす心筋梗塞や脳卒中を予防するため、
血管内皮機能検査・体成分測定を実施しています。
「いこっと」に行ってみました。
Ｑ　測定者数は？
Ａ　令和３年度　1,295人です。
　無料で受診可能です。ご予約は、広川町役場　
健康係　④番窓口　☎ 32-1112 までどうぞ。
　このほか、健康ポイント事業・貯筋体操・健康
寿命を延ばすための運動ジム事業なども実施して
います。

　上広川校区に住宅を新築・購入
等される若い世代に対して住宅ローン利子の一
部を補てんすることで移住定住の促進と上広川
校区の振興を図る事業です。
� 担当課　政策調整課

　広川町へ移住・就業する人に対
しての移住支援金です。県の取組で 1世帯あた
り 100 万円の支援金です。
� 担当課　政策調整課

　地域の公民館等における諸活動
のオンライン化支援するため、貸し出し用のモ
バイルWi-Fi 通信費、モデル地区を指定しての
試行的事業支援業務委託料のほか、令和 3年度
から実施している行政区へのオンライン化促進
補助金です。
� 　担当課　政策調整課

SDGsな人材育成を ふれあいタクシーの利用促進

住宅ローン利子を補てん

都市圏からの移住者に補助

血管内皮 機能検査

モデル地区で試行的支援

1,166千円 19,000千円

3,717千円

2,000千円

6,090千円

血管内皮機能検査血管内皮機能検査 体成分測定体成分測定

ご存じですか？
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一般質問とは

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

Q 

学
校
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の

　
　
　

職
員
の
方
の
検
査
支
援
を

A 

検
査
キ
ッ
ト
が
不
足
し
て
い

る
。ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
す
め
た
。

江
藤　

感
染
防
止
を
し
、
安
心
し
て

働
い
て
い
た
だ
く
た
め
に
十
分
な
検

査
が
で
き
る
よ
う
町
の
支
援
を
求
め
る
。

町
長　

保
健
所
の
対
応
が
間
に
合
わ

ず
、各
事
業
所
の
判
断
、対
応
と
な
っ

た
。
県
の
無
料
検
査
場
設
置
や
福
祉

関
係
施
設
へ
の
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
進
む
中
、
町
と
し
て
も
支
援
を

考
え
た
が
、
検
査
キ
ッ
ト
の
不
足
や

検
査
結
果
が
出
る
の
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
な
ど
考
慮
し
、
保
育
園
な
ど

の
職
員
の
方
の
ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種

を
す
す
め
た
。

江
藤　

介
護
認
定
を
受
け
た
方
が
、

利
用
可
能
な
障
が
い
者
支
援
の
制
度

（
所
得
税
の
障
が
い
者
控
除
・
お
む

つ
の
医
療
費
控
除
・
特
別
障
が
い
者

手
当
等
）
の
周
知
は
徹
底
し
て
い
る

か
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
に
こ

の
制
度
の
研
修
、
周
知
の
指
導
を
す

べ
き
で
あ
る
。広
域
連
合
に
、実
態
を

問
い
合
わ
せ
、申
し
入
れ
を
す
べ
き
。

町
長　

介
護
認
定
機
関
で
あ
る
県

に
、
要
請
す
べ
き
と
考
え
る
。

江
藤　

学
校
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

教
育
長　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

精
神
対
話
士
を
配
置
し
対
応
し
て
い

る
。

江
藤　

じ
っ
く
り
寄
り
添
っ
て
、

様
々
な
場
面
に
対
応
す
る
に
は
、
人

的
な
配
置
が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
他
の
学
校
に
も
配
置
を
広
げ
る

こ
と
を
求
め
る
。
さ
ら
に
、
町
内
に

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
求
め

る
。

教
育
長　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
場
所
的

な
問
題
、
人
件
費
な
ど
経
費
面
を
考

え
る
と
難
し
い
。

江
藤　

立
場
の
弱
い
子
が
安
心
し
て

通
え
る
学
校
は
、
す
べ
て
の
子
が
安

心
し
て
通
え
る
学
校
で
あ
る
。
児
童

生
徒
、
保
護
者
、
そ
し
て
現
場
の
先

生
の
声
を
し
っ
か
り
聴
き
、
人
の
ぬ

く
も
り
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
求
め

る
。

　議員が町の一般事務に対し、その執行状況や将来の方針、政策提言や行政課題等を執
行者に直接質すものです。
　住民の代表である議員にだけ与えられた権利です。
　広川町では、1人あたりの持ち時間は答弁含めて60分です。

江藤美代子 議員

障がい者福祉

不登校対応

Q 

利
用
で
き
る
制
度
の
周
知
を

A 

県
に
問
い
合
わ
せ
、要
望

す
る

Q 

社
会
的
自
立
に
向
け
て

　
　
　
　

支
援
体
制
の
充
実
を

A 

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
、難
し
い
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池尻　浩一 議員

池
尻　

区
の
役
員
さ
ん
を
中
心
に
説

明
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際

活
用
を
進
め
て
い
く
の
は
子
供
会
や

少
年
団
の
保
護
者
の
年
代
か
と
思

う
。

　

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
行
政
区
の
取

組
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

利
用
に
慣
れ
て
い
る
年
齢
層

へ
の
説
明
も
検
討
す
べ
き
だ
っ
た

が
、
期
間
が
短
く
、
直
接
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
や
説
明
会
に
至
ら
な
か
っ

た
。

池
尻　

会
議
、
避
難
場
所
と
し
て
利

用
さ
れ
る
所
の
Wi-

Fi
環
境
整
備
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

町
長　

費
用
効
果
も
考
え
、
Wi
‐
Fi

ル
ー
タ
ー
機
器
の
貸
出
し
を
開
始
し

て
い
る
。

　

災
害
時
は
学
校
等
の
Wi
‐
Fi
環
境

を
避
難
者
用
に
切
り
替
え
て
使
え
る

よ
う
に
整
備
し
て
い
る
。

栗原　福裕 議員

学校教育栗
原　

町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
等
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
感
染
・
学
級
閉

鎖
の
状
況
は
。

教
育
長　

２
月
末
ま
で
の
感
染
状
況

は
、
上
広
川
小
７
名
・
中
広
川
小
48

名
・
下
広
川
小
12
名
・
広
川
中
16
名

の
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
学
級

閉
鎖
は
、
上
広
小
２
学
級
・
中
広
小

７
学
級
・
下
広
小
１
学
級
・
広
川
中

は
学
級
閉
鎖
は
行
っ
て
い
な
い
。

栗
原　

学
級
閉
鎖
を
行
う
基
準
は
。

教
育
次
長　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
り
行
っ
て
い
る
。

栗
原　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
・
Wi-

Fi

環
境
に
つ
い
て
。

教
育
長　

学
校
の
Wi
‐
Fi
環
境
は

整
っ
て
い
る
。
各
家
庭
の
環
境
に
つ

い
て
は
、
２
回
目
の
調
査
を
し
た
結

果
、
現
在
上
広
小
で
６
世
帯
・
中
広

小
で
23
世
帯
・
下
広
小
で
４
世
帯
・

広
川
中
で
４
世
帯
が
Wi
‐
Fi
環
境
等

が
整
っ
て
い
な
い
。
今
後
３
回
目
の

持
ち
帰
り
調
査
を
実
施
す
る
。
今
年

度
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
考
え
て

い
な
い
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
出

来
る
よ
う
教
員
の
技
術
習
得
を
今
年

度
中
に
図
り
た
い
。

電子黒板・タブレット電子黒板・タブレット

ス
ポ
ー
ツ
団
体
支
援

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Q 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

　
　
　
　
　
　
　

活
動
支
援
は

A 

施
設
や
設
備
の
整
備
に

　
　
　
　
　
　

努
め
て
い
る

Q 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
事
業
の
進
捗
状
況
は

A 

11
行
政
区
か
ら
申
請
あ
り

池
尻　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
取
組
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。

　

特
に
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の

参
加
や
取
組
意
識
に
は
保
護
者
の
理

解
協
力
が
必
要
だ
が
、
町
の
考
え
は

ど
う
か
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
対
し
て

は
団
体
内
で
考
え
て
頂
き
、
町
が
関

与
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

池
尻　

生
涯
教
育
や
健
康
作
り
の
面

で
も
早
く
か
ら
の
運
動
習
慣
へ
の
取

り
組
み
が
大
事
と
さ
れ
て
い
る
が
、

学
校
や
担
当
課
と
の
連
携
で
進
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

今
の
所
、
施
設
や
設
備
の

支
援
、
奨
励
費
、
団
体
の
紹
介
等
を

考
え
て
い
る
。
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学校教育竹
下　

令
和
元
年
度
か
ら
３
か
年
に

亘
り
実
施
し
た
県
の
重
点
課
題
研
究

の
成
果
は
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
「
深
く
学
ぶ
児
童
生
徒
の

育
成
」
を
主
題
に
小
中
９
年
間
で
取

り
組
む
学
力
向
上
を
重
点
課
題
と
し

て
、
広
中
・
中
小
で
研
究
を
担
当
し

た
。「
振
り
返
り
」
の
授
業
ス
タ
イ

ル
を
実
践
し
、
児
童
生
徒
と
も
、
学

習
が
分
か
る
・
大
体
分
か
る
と
答
え

る
者
の
割
合
と
毎
日
の
家
庭
で
の
学

習
時
間
が
全
体
的
に
増
加
し
た
。

竹
下　

成
果
の
「
指
導
案
」、「
ス
タ

デ
ィ
10.
」、「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
ど

れ
も
有
用
だ
が
、
た
だ
こ
れ
ら
は
研

究
事
業
に
依
ら
ず
と
も
先
生
方
の
恒

常
的
な
業
務
に
於
い
て
出
し
得
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
当
該
研
究
事

業
参
画
へ
の
学
校
教
育
現
場
か
ら
の

ニ
ー
ズ
が
不
透
明
で
あ
る
。

教
育
長　

研
究
事
業
は
教
員
に
と
っ

て
大
変
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
当
該 竹下　英治 議員

Q 

福
岡
県
重
点
課
題
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
果
は

A 

町
全
体
の
共
通
実
践
に
繋
げ

る
よ
う
活
用
す
る

研
究
に
は
県
全
体
で
の
小
中
一
貫
の

取
り
組
み
モ
デ
ル
的
な
も
の
作
り
の

目
的
も
あ
り
、
広
川
町
が
取
り
組
ん

だ
意
義
は
大
き
い
と
考
え
る
。

竹
下　

県
の
義
務
教
育
目
標
の
中
で

も
「
豊
か
な
心
」
の
教
育
は
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
。
仮
に
今
後
研

究
事
業
を
行
な
う
場
合
は
、
む
し
ろ

こ
の
「
豊
か
な
心
」
を
取
り
上
げ
て

頂
く
よ
う
提
言
し
た
い
。

竹
下　

令
和
２
年
６
月
の
国
道
３
号

バ
イ
パ
ス
・
ル
ー
ト
の
決
定
に
先
立

ち
、
町
長
は
令
和
２
年
５
月
末
、
国

に
対
し
公
共
用
地
（
現
上
広
小
）
供

出
の
申
出
を
正
式
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
の
代
替

地
の
腹
案
は
従
前
か
ら
あ
っ
た
も
の

と
常
識
的
に
考
え
て
良
い
か
。

町
長　

国
の
認
可
が
下
り
た
か
ら
と

い
っ
て
直
ぐ
に
工
事
が
始
ま
る
わ
け

で
も
な
い
。
国
か
ら
多
分
要
望
が
あ

る
の
で
、
そ
う
い
う
時
は
速
や
か
に

建
て
替
え
地
を
探
し
て
い
く
。

※
他
に
学
校
教
育
年
度
到
達
目
標
、

総
合
戦
略
、
公
園
整
備
、
３
号
バ

イ
パ
ス
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
質

問 3号バイパス

Q 

学
校
建
て
替
え
の

　
　
　
　

代
替
地
の
腹
案
は

A 

国
の
認
可
後
に
早
急
に
探
す

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議し、恒久平和を求める決議
　ロシア軍は去る２月 24 日、国際社会の度重なる警告を無視し、ウクライナへの全面的な侵攻を
開始し、主要都市の占拠に向け、軍事施設やヨーロッパ最大級の原発関連施設への攻撃など一方的
な軍事行動を展開している。こうした、ロシア軍の攻撃により、ウクライナでは、民間人を含めた
多くの国民が犠牲となり、多くの難民が生じている。
　ロシア軍の侵攻は明らかに国連憲章に違反し、世界の安全保障と国際秩序を脅かすものであり断
じて容認できない暴挙である。
　さらに、ロシアは、我が国をはじめ国際社会が連携して実行している経済制裁に反発して戦略核
兵器の使用を示唆した。こうした威嚇や挑発、攻撃はすべての人類と文明社会への敵対行為と言う
ほかはなく、断じて許すことはできない。
　本町議会は、昭和 59 年６月に、「非核・恒久平和の町宣言」を決議し、平和への誓いを決意して
いるところである。
　本町議会は、ロシア軍によるウクライナ侵攻を厳しく抗議し、ロシアに対して、無条件に軍を即
時撤退させること及び誠実に国際法を遵守し、平和的に対応することを強く求めるものである。
以上決議する。　

　令和４年３月 10 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 　広　川　町　議　会
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承認第２号 令和3年度広川町一般会計補正予算（第9号）の専決処分の承認について 承認
（賛成12 反対0）

議案第４号 吉里牟礼線（湯府橋）橋梁下部工工事に係る変更契約の締結について 可決
（賛成12 反対0）

議案第５号 広川町立小中学校電子黒板追加購入に係る契約の締結について 可決
（賛成12 反対0）

議案第６号 広川町個人情報保護条例の一部改正について 可決
（賛成12 反対0）

議案第７号 広川町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 可決
（賛成12 反対0）

議案第８号 広川町職員の給与に関する条例の一部改正について 可決
（賛成11 反対1）

議案第９号 広川町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正につ
いて

可決
（賛成12 反対0）

議案第10号 広川町職員の育児休業に関する条例の一部改正について 可決
（賛成12 反対0）

議案第11号 広川町固定資産評価審査委員会条例及び広川町火入れに関する条例の一部
改正について

可決
（賛成12 反対0）

議案第12号 広川町国民健康保険税条例の一部改正について 可決
（賛成11 反対1）

議案第13号 広川町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について

可決
（賛成12 反対0）

議案第14号 令和3年度広川町一般会計補正予算（第10号）について 可決
（賛成12 反対0）

議案第15号 令和3年度広川町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について 可決
（賛成12 反対0）

議案第16号 令和3年度広川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について 可決
（賛成12 反対0）

議案第17号 令和3年度広川町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第2号）について 可決
（賛成12 反対0）

議案第18号 令和3年度広川防災ダム管理特別会計補正予算（第4号）について 可決
（賛成12 反対0）

議案第19号 令和3年度広川町水道事業会計補正予算（第4号）について 可決
（賛成12 反対0）

議案第20号 令和3年度広川町下水道事業会計補正予算（第4号）について 可決
（賛成12 反対0）

決議第１号 ロシアによるウクライナ侵攻に抗議し、恒久平和を求める決議について 可決
（賛成8 反対3）

議案第21号 令和4年度広川町一般会計予算について 可決
（賛成11 反対1）

議案第22号 令和4年度広川町国民健康保険特別会計予算について 可決
（賛成12 反対0）

議案第23号 令和4年度広川町後期高齢者医療特別会計予算について 可決
（賛成12 反対0）

議案第24号 令和4年度広川防災ダム管理特別会計予算について 可決
（賛成12 反対0）

議案第25号 令和4年度広川町水道事業会計予算について 可決
（賛成12 反対0）

議案第26号 令和4年度広川町下水道事業会計予算について 可決
（賛成12 反対0）

議案第27号 広川町新庁舎執務室家具購入（机・キャビネット）に係る契約の締結につ
いて

可決
（賛成12 反対0）

議案第28号 広川町新庁舎執務室家具購入（事務椅子）に係る契約の締結について 可決
（賛成12 反対0）

議案第29号 令和3年度広川防災ダム管理特別会計補正予算（第5号）について 可決
（賛成12 反対0）

３月定例会議決結果
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議会の動き
２月 ４ 令和４年福岡県介護保険広域連合議会第 1回定例会

８ 令和４年第１回八女中部衛生施設事務組合議会定例会

17 令和４年第１回八女西部広域事務組合議会定例会

18 広川町農業振興地域整備促進協議会

21 令和４年第１回八女地区消防組合議会定例会

〃 令和４年第１回福岡県南広域水道企業団議会定例会

〃 国道３号バイパスに係る県議会説明・要望

３月 １ 議会運営委員会

２ 議会全員協議会

３ 総務産業常任委員会

４ 厚生文教常任委員会

８～ 23 令和４年第１回広川町議会定例会

10 議会運営委員会

〃 議会全員協議会

14 ～ 22 一般会計等予算審査特別委員会

22 議会運営委員会

〃 議会全員協議会

23 第 85 号第１回「議会だより」編集委員会

24 第 23 回広川町都市計画審議会

29 令和３年度第３回広川町まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る有識者懇談会

30 令和４年第１回公立八女総合病院企業団議会定例会

４月 １ 第 85 号第２回「議会だより」編集委員会

２ 広川町消防団第 1、4、5分団　入退団式

８ 第 85 号第３回「議会だより」編集委員会

９ 広川町消防団第 2、3、6分団　入退団式

15 第 85 号第４回「議会だより」編集委員会

20 八女中部衛生施設事務組合　例月出納検査

21 令和４年度広川町民生委員児童委員協議会総会

議 会・ 委 員 会
協議会・調査など 令和４年２月～令和４年４月の行事

消防入退団式（第６分団）

議
会
だ
よ
り
84
号
の
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
84
号
の
２
ペ
ー
ジ
４

段
目
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
寄
付
金
」

の
誤
り
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

丸
山　

幸
弘

副
委
員
長　
　

山
下　
　

茂

委　

員　
　
　

野
田　

成
幸

委　

員　
　
　

原
野　

利
男

委　

員　
　
　

江
藤
美
代
子

委　

員　
　
　

栗
原　

福
裕

　

久
泉
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
サ
イ

ド
ト
リ
ッ
プ
さ
ん
に
伺
っ
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。
表
紙
は
、
楽
し
く
働
く
従
業

員
の
皆
さ
ん
。６
人
の
従
業
員
さ
ん
が
、

シ
フ
ト
制
で
働
か
れ
て
い
ま
す
。
う
ち

４
名
が
広
川
町
在
住
と
の
こ
と
で
す
。

　

店
舗
を
運
営
し
て
い
る
の
は
、
株
式

会
社
コ
ン
セ
ン
ト
代
表
取
締
役 
薦
田

隆
嘉
さ
ん（
46
歳
）。現
在
は
、福
岡
市
で

㈱
コ
ネ
ク
ト
と
い
う
帽
子
の
企
画
輸
入

卸
業
も
さ
れ
て
い
る
た
め
、
サ
イ
ド
ト

リ
ッ
プ
の
入
口
に
は
、
帽
子
や
雑
貨
な

ど
面
白
い
商
品
が
並
べ
ら
れ
、
奥
に
洒

　

今
回
の
取
材
で
改
め
て
広
川
町
の
魅

力
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
外

か
ら
の
出
店
は
、
雇
用
を
生
み
、
人
口

減
少
な
ど
の
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
同
じ
思
い
の
事
業
者
が
連
携

す
れ
ば
、
町
の
活
性
化
に
シ
ナ
ジ
ー
を

も
た
ら
し
ま
す
。
広
川
ブ
ラ
ン
ド
推
進

協
議
会
と
の
連
携
に
も
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

れ
て
い
ま
す
ね
。

薦
田　

開
業
当
初
か
ら
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
１
年
間
、
い
ろ
ん
な

方
と
知
り
合
い
、
広
川
町
の
魅
力
を
伝

え
る
た
め
作
成
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
な
ど
に
も
置
い
て
広
川
町
に
立

ち
寄
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
紙
の
人

ひ
ろ
か
わ
議
会
だ
よ
り
第
85
号

●
 発

行
／

広
川

町
議

会
　

●
 編

集
／

議
会

広
報

調
査

特
別

委
員

会
　

 〒
834-0115　

福
岡

県
八

女
郡

広
川

町
新

代
1804-1

●
 発

行
責

任
者

／
議

長
 野

村
泰

也
　

●
 印

刷
／

㈱
佐

賀
印

刷
社

　
　

 T
EL 0943-32-0109（

議
会

事
務

局
）

次回の定例会予定

６月７日（火）～６月14日（火）
一般質問　６月７日（火）・８日（水）

※変更となることがあります。
☎32-0109　（議会事務局）

落
た
飲
食
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

広
川
町
に
出
店
の
経
緯
を
薦
田
社
長

に
聞
き
ま
し
た
。

薦
田　

メ
ー
カ
ー
で
は
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
た
め
、
関

り
を
持
ち
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
市
内

で
は
な
い
と
考
え
、
元
気
の
あ
る
田
舎

で
や
っ
て
み
た
い
と
。

Ｑ 

広
川
町
は
ご
存
じ
で
し
た
か
？

薦
田　

実
は
、
今
回
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ア

メ
リ
カ
ン
な
店
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
こ
の
広
川
の
物
件
を

き
っ
か
け
に
広
川
町
を
知
り
ま
し
た
。

Ｑ 　

広
川
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
。

薦
田　

失
礼
を
承
知
で
申
し
上
げ
れ

ば
、
魅
力
的
な
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る

け
れ
ど
、
情
報
発
信
が
ま
だ
ま
だ
少
な

く
て
、裏
方
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

交
通
の
利
便
性
も
い
い
で
す
し
、
も
っ

と
広
川
に
遊
び
に
来
て
く
れ
る
よ
う
な

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ラ
イ
バ
ル
は
糸
島
で
す
。

Ｑ　

と
て
も
い
い
観
光
マ
ッ
プ
を
作
ら


